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司会進行役の指導主事のもと、オンライン上で
グループワークを行いました。下記のワークシ
ートのように、これまでと今後の探究活動につ
いて話し合った内容をまとめました。

次回予告

令和８年６⽉１９⽇（金）実施

研修報告研修報告研修報告第１回　探究観のアップデート
　探究の再発⾒！
　探究について語り合いませんか？

探究的な学びの実現に向けた

協働・共創プロジェクト

令和８年度　東京学芸大学高校探究プロジェクト連携企画

東京学芸大学高校探究プロジェクト
広島県立教育センター　 ・ 青森県総合学校教育センター
大分県教育庁高校教育課 ・ 沖縄県立総合教育センター

チーム

わくわく

〇アイスブレイク
「この研修に参加した理由や期待することは？」
　→研修に参加した理由や期待することの交流を通して緊張感を
　 ほぐすとともに、新たな気付きの瞬間に⽬を向ける。

〇ワーク１
「これまでの「探究」の授業で大切にしてきたことは？」
　→これまでの経験から培われた探究観を言語化し、探究観のさ
　 らなる広がりの可能性や価値に気付く。

〇ワーク２
「わたしたちが目指したい「探究2.0」とは？」
　→⻄村教授の講義内容をもとに、「探究2.0」の意味や定義を⾃分
　 の探究観と照らし合わせながら整理し、⾃身の実践とのつな
　 がりを⾒出す。

〇アクションプラン
「わくわく宣言！ ～明⽇への新たな第⼀歩〜」
　→アップデートした探究観から新たな実践につなげていけそう
　 な⾏動に落とし込もうと計画を立て、実践に向けた⾒通しを
　 持つ。

研修から得た学びや気づきと、わくわく宣言
～参加者のワークより～　※ほんの一部の抜粋です　
ワーク１
自分が答えを知らなくてもいい！生徒と一緒に学ぶ気持ち。

こちらが説明しすぎず、生徒の言葉での表現を引き出す。

地域との関わりを大切にする。

ワーク２
「明日の自分が少しでも良くなる」くらいの気持ちで課題を考えてみる。

探究と教科の学習を融合させて、新たなもの（奇抜なもの）を創造する。

否定されない自由な発言の場を作る。

わくわく宣言
生徒と一緒に学ぶ姿勢を持つ。

生徒との対話の中で、生徒の考えや発言を探究に意味付ける。

授業中の生徒の発言（相談等）に耳を傾けて、話を広げてみる。

生徒が「もっとやりたい！」と思える探究へ。

生徒の発見や困り感を共有して、みんなに意見を求める。

4TH
SEASON

第２回
探究文化の醸成

 ～探究の種をまく、第一歩を
　　　　踏み出しませんか？～

次回キーワード
・問いは探究の第一歩
・生徒観の転換と共有
・思考をうながす問い
【開催日時】
　令和８年８月２８日（金）
　１３：３０～１６：３０
　実施形態：オンライン

申込み二次元コード→
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